



















くない｡ 日経産業新聞のまとめた 2011 年度の
主要 50 品目世界シェア第 1 位企業を見ると,
アメリカ企業が 19 社あるのに対し, 日本企業






の図 1 に示す様に, 2011 年度の場合, 日系電
機大手 8 社を合計しても 9622 億円で, サムス
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次節以降で, 日本企業, 特に電機, 自動車産
業の既存有力企業が苦戦する要因に迫ってみた
い｡ 検討のフレームワークとしては, 図 2に示
した様に, マーケティングの超古典であるジェ
ローム・マッカーシーの ｢マーケティングの
4P｣ と, その状態の根底となる ｢組織能力｣
と言う 2つの視点を活用する｡
以下, 3 節では, 急拡大をとげる発展途上国
における日本企業の 4P を, さらに 4 節では,
最大市場である先進国日米欧市場における 4P
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図 1. 2011 年度営業利益 (億円)







図 3. BRICs と G6 の GDP推移 (単位：兆USドル)
出典：Goldman Sacks, Global Economics Paper No. 99. 2011 年実績は IMF, World Economic Outlook 2012.
う説明である｡
確かに, 近年の BRICs 市場の成長にはめざ
ましいものがある｡ 図 3 に示す様に 2000 年度
において G6 の 14％に過ぎなかった BRICs の













傾向が見られる｡ 図 4 は, 2010 年度の市場ご






米, アジアオセアニア, 中近東の 3地域に過ぎ
ず, BRICs を始め発展途上国市場の多くでは
既に現代グループに先行されていることが解る｡














日本企業の苦戦要因は, Product と Price に
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図 4. 2010 年度トヨタ・現代販売台数差 82 万台の内
訳 (単位：万台｡ 両社不戦勝国の台数を除く)










年度には総市場の 48％ (乗用車市場の 78％)
を占める最大セグメントであるが, トヨタはこ
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表 2. 主要メークのインド戦略車
出典：朝日新聞 2012 年 5/24｡ シェアは FOURIN (2011)｡ 生産開始
年は各社HP他｡
図 5. 日本の普通小型と軽乗用車販売台数 (千台)
出典：｢自動車統計年報｣ 各年より筆者作成
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図 6. 2007 年と 2010 年度トヨタ・現代販売台数差
変動▲229 万台の内訳
(単位：万台｡ 両社不戦勝国の台数を除く)





















と現代に KIA を加えた販売台数の差は, 両社
不戦勝国のそれを除くと, 2007 年には 311 万
台あったが, 2010 年には 82 万台と 229 万台縮
まっているが, 台数の最も顕著に縮まったのは,
先進国である北米と西欧である｡ 図 4と併せて








と Place については, 電機業界と自動車業界で
は, 若干様相が異なるので, 別々に検討してみ
たい｡
2) 日系電機企業の Product と Price
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図 8. 米国市場における自動車の購入 90 日以内の不具合件数 (100 台当り件)
出典：J. D. パワー ｢2004 年自動車初期品質調査｣, ちなみに, 2012 年度はトヨタ 88, 現代 107












































尚, 近年, VW や現代のモジュール化が脚
光を浴びているので, これについても触れてお



































りえない｡ その意味で, VW と現代における
モジュール化のような新たな動きから, より謙
なぜ, 日本企業が苦戦するのか？























では, 日本企業は, なぜこの 4つの課題を抱
えることになってしまったのであろうか｡ その



























地理, 歴史, 文化等の集合教育を施した後, 現
地で, 現地事業体の支援を一切受けることなく
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1 たとえば三橋 (2011) 27 ページ｡
2 BRICs, とりわけ中国, インド市場の重要性
については, Gupta & Wang (2009) も参照さ
れたい｡
なぜ, 日本企業が苦戦するのか？
中京経営研究 第22巻 第1・2号 201
3 詳しくは拙稿, 伊藤 (2011) の技術の下方硬
直性に関する議論を参照頂きたい｡








5 吉川 (2011) 86 ページ｡
6 日経新聞 2012 年 8 月 6 日朝刊｡
7 2012 年 3 月 DONGGUAN サムスン電子, 林
副社長へのインタビュー｡
8 2012 年 3 月マレーシアサムスン電子, Roa 重
役へのインタビュー｡
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